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１． 目的 

国際的目標である「万人のための教育」（EFA）について、多くの開発途上国が２０１５年までの初等教育普

遍化を達成出来ないとされている。一方で、地方分権化はローカル・レベルの関係者（行政、学校、市民組

織等）に対し、就学奨励、そしてそれを実現させる上で必要不可欠な地域住民の学校関与について一層の

努力と創意工夫を求めている。この点について、日本は、近代化・現代社会において地方のアクターがそ

の地域の実状に合った様々な試みを行ってきた。そこで、本プロジェクトでは、日本の地方の GP（グッド・プ

ラクティス）を抽出し、EFA実務者がリソースとして利用可能なハンドブックにまとめる。 

 

２． 活動 

（１） ハンドブックの制作 

  ①GPを 15事例程度抽出し概要を執筆 

  ②開発途上国（パキスタン・ガーナ）にて、２～３の GPの適用性をカウンターパートと共に検証 

  ③援助関係者と、ハンドブックの活用法について意見交換。ハンドブックを作成し、JICA 等関係団体に配

布。国際協力イニシアティブ・ウエブに掲載 

 （２） ハンドブックの構成 

ハンドブックの利用法 開発途上国の「万人のための教育」（EFA）を取り巻く環境 日本における基礎教

育拡充の歴史・社会的背景 日本の地方における就学奨励と地域の学校参加 GPｓ 

  （３） GPの内容と対応する課題 

例 課題：親の関心が低い・学校で学ぶ内容を知らない → GP１（運動会）GP２（学芸会） 

例 課題：女子・女性が仕事のために教育を受けていない → GP５（製糸工場特別教育） 

 

３． 成果 

（１） 期待する成果 

ハンドブックが利用されることにより、EFA関係者にアイデアを提供し、開発途上国の EFA実現を支援す

る。また、地方のアクターの創意工夫によってEFAが実現しうるというメッセージを発する。ハンドブックは

和文でも制作されるため、日本人援助関係者が日本の経験を説明する場合にも利用される。ハンドブッ

クはウエブで掲載されるため、参考になりそうな GPだけダウンロードして利用することが可能である 

（２） 成果物 

ハンドブック「日本の地方における EFA 施策（GP）集－子どもたちの就学奨励と地域コミュニティの学校

関与」（英文７０部、和文３０部） 



日本の地方で実践された就学・コミュニテイ参加奨励策を途上
国に紹介し、「万人のための教育」（EFA）実現に向けて参考としてもらう
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